




























年頃)を 祖として興 り,中期に尾形光琳(1658年一1716年)に受け継がれ,後 期に酒井抱一






















従って京都におけるその影響力は大きいと推察 される。 さらにその協会が刊行 した協会雑誌は,
当時京都に密着 した唯一の美術雑誌であったことである。そ して第二に,雑 誌を30年の長期
にわたって継続 して刊行していることである。 このことにより少な くとも光琳派記述の推移を
見ることが可能とtdる。







画に関する講演は,東京の新 しい気運に対 して京都の停滞を指摘 し,しか し美術史的価値の高
い京都の美術の新時代にふさわしい躍進を期待するという主旨であった。 これに参加 した幸野
楳嶺(1844年一1895年)や竹内栖鳳(1864年一1942年)らは大いに刺激を受け,京都青年絵
画研究会 を設立 して展覧会や勉強会を始める。 これ らの社会的状況のもと,明治23年1月9
日,京都東山の建仁寺方丈において,京 都美術協会の発会式が行われた。久保田米遷(1852
年一1906年),幸野楳嶺,西 村総左衛門(不 詳一1935年)らが推進者 となって設立されたこの





批評家と制作者をつな ぐ総合的な組織を目指 し,殖産を目的とした新古美術展開催 と雑誌刊行
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を事業の主要な柱 として活発に活動 したのである。






載し,出品方法の手引きを案内 し,図案の募集,監 査の方針 ・監査結果の掲載,さ らには出品
各国の意匠,外国諸新聞の 日本に関する評など,豊富な情報を盛り込んでいる。そ して万国博
覧会で高賞を数多 く受賞 してきた。明治29年3月号 「沸國大博覧會二就テ」 という記事にて,
優れた美術 ・工芸作品を出品するためになるべ く早 くから国内の準備態勢を整えるべきことや,
出品作品は 「海外人ノ嗜好」に合わせた買い手のつきやすいものを選ぶのではなく,あ くまで
も日本を代表する 「優美高尚卓絶秀抜ノ作」を撰ぶべきだということを述べる。 このように,
政府の殖産興業 という方針のもと,東京の美術行政に配慮 しつつ も西欧に対 しては直接的に目
を向けてきたという姿勢が読み取れる。
また,京 都美術協会は雑誌発行と平行 して展覧会開催を主な事業としていた。明治28年か
ら大正2年 まで,18回開催 されたのが,同 時代に作 られた新作の作品と古美術の展示を併設
する 「新古美術品展」であった。雑誌刊行の趣旨に 「京都は日本の美術郷なりとは,唯古製品
によりて得たるの名に在 らずして,新作物によりて著わるるの誉








京都美術協会が刊行 した雑誌が,明 治23年10月発行の 「京都
美術雑誌』 であり,こ れを継承 したのが明治25年発行の 「京都
美術協会雑誌』,明治38年発行 『京都美術』(図1)で ある。『京
都美術雑誌』は2号 で廃刊 となったが,「協会の報告 と美術工芸 図1『 京都美術餡会雑誌』(56号)
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に係る記事,論 説,図 画を掲載する」という創刊時の方針は 『京都美術協会雑誌』・『京都美術』
にも踏襲された。三誌の刊行は大正8年12月に至るまでの30年間に及んでいる7。
雑誌記事は,京都における作家の活躍を紹介 し,記録 ・報告するかたわら,東京の美術界の
様相 も敏感に報道 し,また,美術理論家の演説や海外の論説を翻訳 したものを記事にした。編









芸の振興を目的としていたことが分かる。同時期に東京 において刊行 された 『国華』8(明治23
年)は 初期 において工芸関係の記事が見 られるが,こ のような,東京で刊行され始めた美術雑
誌は概 して絵画を中心に焦点が絞 られてお り,美術界において工芸との接点は少ないことに比
べて,京都美術協会雑誌は,そ の協会設立の趣旨のとおり,美術工芸の振興という目的のため
に,実業家 ・批評家 と制作者をつなぐ実際的 ・総合的な雑誌であったことが特徴であったとい
えるだろう。
『京都美術雑誌』『京都美術協会雑誌』「京都美術』の三誌で取 り上げられた古代近世の作家
を,図 版掲載,挿 画解説,論 説,雑 報など特に分類することなく挙げていくと(表1),需要
を反映した結果であろうか,挙 げられた作家群に偏 りが認められるが,美 術工芸に応用 し得 る
作家として編集者が選択 した傾向を見ることが出来 ると言えよう。その中における光琳および
光琳派であるが,全体の割合で見ると最も掲載回数が多いことが見て取れる。従 って,工 芸の
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代として第1期 に,続 く第2期 として明治30から40年代,さ らに,写真図版が登場 して挿画
解説が無 くなり光琳記事の枠自体が転換する大正期を第3期 とするのが妥当であると判断 した。




実際この雑誌は2号 までしか刊行 されず,そ のあと同年7月10日発行の 『京都美術協会雑誌』
に引き継がれていく。
明治28年は京都にとって記念すべき年であった。明治2年 における東京遷都が京都に与え





に続 く 「平安京の都」「みやび」 という観光都市 としての京都像を形成するという先学'°が示






見てもかな り早 い時期に,西 欧の美術史記述方式に倣った時代区分を行 っているという点が新
しいと言える。編集に携わったであろう大村西崖(1868年一1927年)は東京美術学校を明治
26年に卒業 し,卒業後,校 長であった岡倉天心のすすめです ぐに京都市美術学校へ赴任 して
お りiz,政府系アカデ ミズムにおける日本美術史形成の黎明期に画期的 とされている明治23年






















戸時代までに出版 された光琳関係の出版物が相次いで復刻出版 され,そ の他さまざまな光琳の
画譜 ・画集が相次いで出版 された。その中で,『京都美術雑誌』の編集責任者であった谷口香
















おいて 「装飾的」 という新 しい評価を得た光琳は,そ の外来趣味と,江戸期における酒井抱一
の光琳顕彰活動の再生 という,いわば江戸趣味が合わさり,都市型の消費者需要に合わせて展
開 していった15。東京の三越呉服店の,こ の再評価を背景に開催 した光琳祭は商業的に大成功
をおさめるが,開 催まえから大規模に図案募集を行うなど,その宣伝広告効果も絶大であった
と推察できる。当然全国の需要 も刺激されたであろう。また京都においては,京都市美術学校
における工芸図案科の設置,さ らに京都高等工芸学校 の設立,遊 陶園 ・京漆園の開園,佳都美
会 ・競美会などの運動も起こり,次世代の図案を模索すべ く,新しい機運の時期でもあった。
明治38年に 「京都美術協会雑誌』は 『京都美術』 に移行 していく。『京都美術』は色刷 り図
版,論 説欄,工 芸史料欄の三本の骨組みとなって刊行された。挿画図版,工 芸史料欄 には工芸




『京都美術』への移行により色刷 り図版 ・写真図版にな り,読者が作品を実見に近い形で観 る
事が可能 となっていく。また,新古美術展覧会などで実際に実見の機会も増えてい くことにな
る。
表2を 見てみると,光琳派の掲載状況は明治40年から41年に集中 している。 このことは,
明治40年の 『京都美術』7号 において,光 琳筆 「梅椿図」(図3)の挿画解説で 「現下図案界
を窺ふに光琳の余風を迎ふ事恰か も元禄様流行の時節 と均 しく諸工業ともに希望の多さと且つ
其模様の時候に後れざらん事を厭ふて茲に挿入するもの也」とあ り,図案界において光琳が流
行しており,希望が多いので掲載 したという記事か らも伺えるように,先 に述べた三越呉服店
の光琳祭が背景にあると考え られる。 この三越呉服店の光琳祭に伴う光琳模様図案募集は大成
功を収めている。「光琳式明治模様」の応募総件数は208点に上ったが,内 訳は,東 京か らの




明治40年11月刊行 『京都美術』10号の 「光琳筆兎青貝蒔絵平棗」(図4)の 作品解説は
「……土坡は光琳の特色に成 り……平等普通の俗視たるを免れず故に一兎の外に尚ほ一兎を添
えて以て絵 と成 し模様と化す琳が脱俗の作意は茲に在 り……」 と,光琳を模範とし,その作風
の 「絵となし模様 となる」 ところに学ぼうとする。そ して,明 治40年5月刊行第8号 「抱一
筆四季艸花圖双幅」(図5)の解説にて,「四季の草花を集め写生より化 して写意に成る,……」
と抱一の双幅に,明 治期20年代には見 られなかった,写 生から写意へという語を使 う。また,
明治40年8月刊行第9号 において,光 悦作和歌巻物の襖絵(図6)「寫生を尚ぶもの旬餘 にし




によれば17,写生 は対象の生意を写す 「生意写生」,形態など対象の客観的事実を写す 「客観
写生」,細密描写を意味する 「精密写生」,実物の観察か ら描写する 「対看写生」,花鳥画の画
題を意味する 「画題写生」があったという。写意は,対象の大意の描写 「客観写意」,筆者の
意趣の表出 「主観写意」,筆技 ・筆意の優先 「技法写意」 とされる。それぞれが中国に於いて
時間を経て段階的に変化 した ものが同時に江戸期に流れ込み,さ らにそれぞれが国内で変化 し
ていき,明治期に入るとさらに新 しい西欧の写生の概念 も入 り込み,そ の厳密な意味を特定す
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るのは難 しいといえる18。従って,こ こでは相対的差違を確認 したい。
言葉の使われ方から判断するとこの場合の写生 と写意はおよそ対立する意味で使われており,
添えられた図版から,この場合の写意は,「客観的に細か くありのまま再現 しようと描 く態度」
ではな く 「おおまか,かつ,省 略的で絵 と模様の区別なく描 く態度」といえる。
明治20年代は光琳の作風を 「奇想」「奇抜にして優妙」というような江戸期か ら続 く評価で
あったのに対 して,30年代40年代には,「写生より写意へ」という新 しい評価と社会状況の変
化が読み取れる。また,「絵と成 し模様と化す」 という評価は,先 行研究において,以 後の日
本側にとって重要なルイ ・ゴンスの光琳評価である 「光琳は形態の統合と意匠の単純化という
日本美学の二大根本原理をぎりぎ りに行 きつけるところまで押 し進めた画家で もあった19」
図3明 治40年『4都美術』第7号 尾形光琳 「梅椿図」
図4明 治40年『京都美術』第10号尾形光琳 「兎青貝蒔絵平棗」
図5明 治40年『京都美術』第8号 酒井抱一 「四季艸花圖双幅. 図6明 治40年『京都美術』第9号 本阿弥光悦 「和歌巻物襖絵」
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(明治23年)また,岡 倉天心の東京美術学校での日本美術史講義 「模様に対する考大いに面白





挿画は写真版に移行 し,従って作品の細かい描写 ・解説は無 くなり,変わって論説が多 く登
場 している。 これ らの雑誌の編集人だが,1号 か ら74号(明治31年)までは野村成之が,75
号(明 治31年)からは神坂雪佳が編集責任 として引き続いた。当初は音楽 ・演劇 ・美術論 ・
美学論の記事 もあり総合芸術誌の色彩があったが,神 坂に移ってからはより美術工芸に絞 られ,




大正4年 には,明 治41年42年に大流行 した 「光琳式明治模様」の復活を願い,三 越呉服店
の光琳二百年忌が東京と京都で開催されるなどの大イベン トが開催された。36号は全編光琳
記事,37号は全編光悦記事 とその盛 り上がりは最高潮に達する。
京都では,光琳の追善法会,追 善茶会(妙 顕寺書院にて),記念展覧会(京 都府立図書館に
て),講演会が開催 され,そ の行事全般が雑誌に掲載 されたわけだが,編 集者の神坂雪佳がこ
の催 しに多大な力を注いでいたことが伺える。
雑誌記事は,光 琳の年表,光 琳の妻子,尾 形家系図,そ して論説では 「光琳と永徳山楽」
「光琳の絵画と蒔絵」「光琳の作品」「光琳の蒔絵」「光琳の装飾画に就て」と伝える。
東京の,酒井抱一の光琳顕彰の伝統とつながる江戸趣味における光琳と異なり,光琳の人物
像 とその系図 ・年表,人 物の歴史的背景や作品の系譜に焦点をあてる傾向が見出されよう。さ
らに注目されるのは,36号の光琳特集 に続いて発行 された,37号の光悦特集である。光琳の
ときと同様,全 編光悦の特集が組まれていることである。明治期から光琳と変わ らない興味を
持 って,京 都美術協会雑誌 ・京都美術にたびたび登場 しており,36号の神坂雪佳の論説 にお
いては,「光悦風を慕ひ更に宗達を学んで盛に粉本を寫 した……光琳水,光 琳波 と云はれるも
のも,藤原時代の古い模様に往々あったもので是等を参敷攻究 して消化 し自由自在に使つたも
のと思 はれ る……古画の研鑽 に多大の努力を注いだ……」 また,同 じ号の寺崎広業の論説に






で,最 も多く取 り上げられている。すなわち,需要が高 く,当時の話題として重要であり,ま






めつつ も変化 していったといえる。近代以降 絵画 と工芸は分離 されたが,「絵 となし模様 と
なす」という評価に代表されるように,絵画 と工芸図案の理想的な融合 という点での模範であ
り,理想に変化 したと言えよう。 さらに,全体を通 して京都においては光琳の祖としての光悦
への志向が見出されたことが特徴 といえる。
3.雑誌記事考察




世界的に広まった新 しい光琳評価を踏まえ,「写生より写意へ」「絵とな し模様 と化す」という
光琳派作品の造形上の特徴とされた,お おまか,か つ,省 略的で絵と模様の区別なく描 く態度
を積極的に評価するという方向性に変化 したのである。 さらに,大正期に入ると,雑誌記事の
体系が変質 し,作品解説は無 くなり論説中心になるが,光 悦・光琳特集を組むなど,人物像を
















うに解釈 し,作品のどこに注 目し,どこを良 しとして,ど のように美術工芸に応用すべきかと
いう提案を行う。古代模様のひとつに過ぎなかった光琳派は,需要を満たすべ く,読み替えら




市場における需要の変化が推察できよう。光琳は京都にゆか りが深 く,長い光琳愛好の歴史 も
あり,工芸分野において光琳模様というブランドは不動の地位が確立されていた。そのような







治期 ・大正期の京都において,光琳派がどのように認識 されていたかを考察 してきた。
明治20年代では,江 戸期よ り続 く光琳記述 も見出され,馴 染み深い古典的な文様という意
味により模範とされていたが,明 治30年代40年代にはその光琳記述に従来には無い新 しい、








外来の美術概念が導入され,ジ ャンルは細分化されたが,も ともと絵師 ・蒔絵師 ・織工など技
の世界は狭いジャンルの領域に留まってはおらず,互 いが繋がった一つの工の世界において制
作され,作 品は生み出されてきたのである。京都は江戸期から続 く良質の工房を持ち,と りわ
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